
の
五
名
（
忌
部
宿
禰
恵
美
麻
呂
・
大
伴
宿
禰
乎
智
人
・
若
江
造
家
継
・
出
雲
連

広
貞
・
安
倍
朝
臣
真
貞
）
の
氏
族
に
伝
わ
っ
て
い
る
薬
方
や
こ
れ
ま
で
に

五
名
が
集
め
た
薬
方
、
典
薬
寮
や
内
裏
に
残
っ
て
い
る
資
料
を
持
ち
寄

っ
て
選
別
し
た
。
と
考
え
れ
ば
「
同
撰
」
の
記
載
も
納
得
で
き
る
。

類
似
し
た
薬
方
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
古
体
を
留
め
て
い
る
和
文

体
の
宣
命
書
き
、
流
布
本
の
よ
う
に
助
詞
や
活
用
語
尾
が
小
言
で
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
大
耆
で
あ
る
方
を
採
用
し
た
。
そ
れ
が
、
由

緒
正
し
さ
を
表
わ
す
証
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
一
般
に
流
布
し
て
い
る
宣
命
書
き
の
小
言
和
文
体
で
、
分
量

も
記
さ
れ
て
い
な
い
薬
方
は
、
選
択
の
時
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。

佐
藤
方
定
が
発
見
し
た
延
喜
本
（
寮
本
）
が
、
真
本
で
あ
れ
ば
、
古
代

の
医
学
は
い
う
に
及
ば
ず
五
名
に
関
係
す
る
諸
国
の
神
社
・
国
造
・
県

主
・
稲
置
・
首
・
史
な
ど
、
古
代
史
に
散
見
す
る
人
々
の
薬
方
も
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
飛
鳥
奈
良
時
代
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
資

料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
八
年
十
〃
例
会
）

河
津
省
庵
（
一
八
○
○
’
五
二
）
は
『
医
則
発
揮
」
、
門
人
の
山
川
揚
庵

（
一
八
一
二
’
六
○
）
は
「
熱
病
畷
原
』
の
著
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
医

『
医
則
発
揮
」
の
著
者
河
津
省
庵
と
門
人
山
川
揚
庵石

原
昂

学
史
上
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
人
に
つ
い
て
の
人
物

像
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
さ
れ
て
は
い
な
い
。

河
津
省
庵
は
寛
政
十
二
年
、
相
模
国
上
相
原
村
（
現
神
奈
川
県
相
模
原

市
相
原
）
に
生
ま
れ
た
。
名
は
卓
、
字
は
子
立
、
隆
積
の
ち
に
省
庵
と
号

し
た
。
代
々
医
家
の
家
に
生
ま
れ
、
省
庵
も
こ
の
道
を
志
し
て
ま
ず
古

医
方
派
の
漢
方
を
学
び
、
さ
ら
に
洋
医
学
を
身
に
つ
け
た
。

し
か
し
洋
医
学
の
師
は
現
在
ま
で
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
長

崎
に
赴
い
て
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
確
証

は
な
い
。
ま
た
宇
田
川
榛
斎
の
門
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

儒
学
は
芳
川
波
山
（
一
七
九
四
’
一
八
四
六
）
か
ら
学
ん
だ
。
伊
豆
下

田
の
囚
山
亭
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
省
庵
は
波
山
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
た
ら
し
い
。
波
山
が
忍
藩
（
現
在
の
埼
玉
県
行
田
市
）
の
侍
講
と
し

て
藩
主
松
平
忠
堯
に
招
か
れ
、
忍
に
赴
任
し
た
の
は
文
政
九
年
（
一
八
二

六
）
で
あ
る
が
、
省
庵
は
波
山
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
天
保
初
年
（
一

八
三
○
）
頃
、
忍
に
移
っ
た
。

忍
で
医
を
開
い
た
が
、
ま
も
な
く
名
声
は
高
ま
り
、
藩
主
の
侍
医
に

挙
げ
ら
れ
た
。
波
山
の
推
挙
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
省
庵
は
嘉
永
五
年

八
月
十
八
日
こ
の
地
で
没
し
、
蓮
華
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
名
を
隆
明
院

修
徳
日
碩
居
士
と
い
う
。

忍
で
の
省
庵
の
大
き
な
業
績
は
多
数
の
刑
屍
解
剖
、
こ
の
解
剖
所
見

を
も
と
に
し
た
『
医
則
発
揮
」
の
刊
行
、
な
ら
び
に
種
痘
で
あ
る
。

『
医
則
発
揮
」
の
発
刊
は
省
庵
の
没
し
た
嘉
永
五
年
で
あ
る
。
し
か
し

波
山
の
序
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
三
月
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

草
稿
は
発
刊
さ
れ
る
少
な
く
と
も
十
二
年
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
も
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の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
五
巻
四
冊
か
ら
成
っ
て
お
り
、
全
て
漢
文

で
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
省
庵
の
医
説
、
即
ち
寒
熱
凝
流
説
・
四
質
四
官
説
・
三
部

区
別
説
・
生
活
知
覚
思
慮
説
・
飲
食
説
が
説
か
れ
て
お
り
、
ま
た
生
理

機
能
を
機
用
部
、
生
活
部
、
陰
部
、
排
泄
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

現
在
の
知
識
で
は
理
解
し
に
く
い
医
説
で
あ
り
、
か
な
り
抽
象
的
で

あ
っ
て
牽
強
附
会
的
な
説
明
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
洋
医
学
に
対
し
て
激
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
的
を

え
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
人
体
の
み
で
な
く
獣

類
や
魚
鳥
類
に
ま
で
及
ぶ
解
剖
を
お
こ
な
い
、
比
較
解
剖
学
的
手
法
に

よ
っ
て
自
説
を
裏
付
け
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

種
痘
に
つ
い
て
は
忍
地
方
で
広
く
実
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
ト
ル
コ
法
に
よ
る
人
痘
接
種
で
あ
っ
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四

一
）
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
省
庵
種
痘
」
な
る
筆
書
本
が
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
種
痘
法
は
ス
ー
ュ
ー
テ
ン
国
の
ロ
ー
セ
ン
ス

テ
ィ
ン
小
児
全
書
か
ら
学
び
、
そ
の
術
を
文
九
年
江
戸
参
府
途
上
の
シ

ー
ボ
ル
ト
か
ら
三
島
に
て
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

小
児
全
書
と
は
宇
田
川
榛
斎
に
よ
る
「
小
児
諸
病
治
療
全
書
』
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
訳
書
は
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
写
本
も
少
な
い
こ
と

か
ら
み
て
、
省
庵
が
榛
斎
の
門
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

省
庵
の
門
人
で
あ
っ
た
山
川
揚
庵
は
武
蔵
国
小
岩
井
村
（
現
埼
玉
県

飯
能
市
小
岩
井
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
著
「
熱
病
藪
原
』
は
伝
染
病

を
含
む
発
熱
疾
患
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
刊
行
さ
れ
、
三
巻
三
冊
か
ら
成
っ

「
傷
寒
論
」
は
と
く
に
わ
が
国
の
古
医
方
派
で
は
聖
典
と
な
っ
た
感
が

あ
る
が
、
も
と
よ
り
張
仲
景
は
そ
う
い
う
つ
も
り
で
こ
れ
を
書
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
後
漢
末
と
い
う
一
つ
の
歴
史
的
時
期
に
彼
が
遭
遇

し
た
「
傷
寒
」
と
い
う
病
気
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
医
書
や
口
伝
を

総
合
し
、
ま
た
自
ら
の
経
験
を
加
え
て
一
つ
の
臨
床
医
言
を
書
い
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
抽
象
的
な
熱
病
論
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
具
体

性
に
富
ん
で
い
る
。
「
傷
寒
」
と
は
何
で
あ
る
か
。

「
傷
寒
」
が
流
行
病
で
あ
り
熱
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

そ
れ
は
現
代
医
学
の
立
場
か
ら
或
は
疾
病
史
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
得
る
か
。
現
代
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
「
傷
寒
」
が
文
字
通
り
「
寒
」

を
原
因
と
す
る
病
気
と
考
え
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
「
寒
」
は
比
楡
的
な

も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
或
は
具
体
的
に
考
え
れ
ば
「
寒
」
は
誘

因
で
あ
り
、
「
傷
寒
」
の
真
の
原
因
は
病
原
微
生
物
と
考
え
ざ
る
を
得
な

て
い
る
。
本
文
は
漢
文
で
書
か
れ
、
省
庵
の
医
説
に
従
っ
て
は
い
る
が

内
容
は
一
段
と
優
れ
て
い
て
通
読
し
て
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

本
書
に
は
す
で
に
病
原
体
、
潜
伏
期
、
免
疫
の
概
念
が
記
さ
れ
て
い

て
、
揚
庵
の
非
凡
な
能
力
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
な
お
版
木

の
全
て
が
飯
能
市
の
山
川
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。（

平
成
八
年
十
月
例
会
）

疾
病
史
か
ら
見
た
「
傷
寒
論
」

中

村

昭
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